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情報セキュリティ・システム専門委員会における議論の状況 

 

10月 11日  第 17回 情報セキュリティ・システム専門委員会 

  ・フェーズ２の現在の状況、開発の方向性について議論 

 

10月 18日  委員視察 

  ・日本年金機構刷新プロジェクト推進室等の視察 

 

10月 21日  委員勉強会 

  ・委員会等における指摘事項に関する説明に対する議論 

 

11月２日  委員勉強会 

  ・委員会等における指摘事項に関する説明に対する議論 

 

12月７日  第 18回 情報セキュリティ・システム専門委員会 

・今後の業務・システム刷新プロジェクトの進め方について 

・部会へ報告する専門委員会における議論の内容の整理 
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専門委員会における議論・指摘事項等について 

 

 以下の事項について、専門委員会（勉強会を含む）において、議論を行った。 

 

（議論された事項） 

〇フェーズ２の開発方針等について 

 ・フェーズ２の開発方針、開発内容・手法等について 

 

〇想定されるリスクと対応策について 

 ・技術的対話において事業者から指摘されたリスクと対応策について 

 ・現新一致検証の具体的な方法について 

 ・データベースの構造の見直しに伴う性能懸念への対応について 

 ・データベースの構造の見直しを行う際の開発方法について 

 

〇保守・運用面の効率化策について 

 

〇開発準備工程の成果、課題、対応状況について 

 

〇開発体制について 

 ・発注者体制について 

 ・リスクが生じた場合等への対応などの体制について 

 ・開発に際して使用するツールについて 

 ・フェーズ１の振り返りとそれを踏まえたプロジェクト管理について 

 

〇開発中のセキュリティ体制について 

 

   上記議論の中で以下のような指摘があった。開発を進めるに当たっては、厚生労働省年

金局・日本年金機構において、指摘事項を十分に考慮し、必要な対応を行うこととする。 

〇 リスク対応について、リスク発生時の調整・変更対応に迅速・柔軟に対応できるよう準備

すること 

〇 開発体制について、フェーズ１の教訓や開発準備工程の結果などこれまでの取組結果も取

り入れるほか、他の大規模開発の事例も参考として整備すること 

〇 大規模開発であることを踏まえ、十分なテスト期間・工期を確保すること 

〇 開発を進める際、進捗や品質等を適切に管理するとともに、開発に関わらない外部有識者

の視点からの助言も踏まえながら進めること 
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社会保障審議会年金事業管理部会 

情報セキュリティ・システム専門委員会 委員名簿 

 

（五十音順・敬称略） 

 

 

 

 

大山
おおやま

 永
なが

昭
あき

 （東京工業大学特命教授） 

 

小尾
お び

 髙
たか

史
し

 （東京工業大学科学技術創成研究院准教授） 

 

齋藤
さいとう

 衛
まもる

  （株式会社インターネットイニシアティブ 

セキュリティ本部 本部長） 

 

中川
なかがわ

 健
けん

治
じ

 （株式会社 ECO経営企画室代表取締役） 

 

前田
ま え だ

 由美
ゆ み

 （株式会社三菱総合研究所シニアエキスパート） 

 

 
 

（令和３年12月９日現在、五十音順、敬称略） 

（◎は委員長） 

 

 

◎ 


